
会 報
加賀商工会議所

（昭和51年4月13日第3種郵便物認可）  
令和8年2月10日発行一部定価50円（毎月10日発行：購読料は会費に含む）

TOPICS
今月の主な

❷ 加賀商工会議所 新春懇談会に１１5名出席、第31期かが創業塾に24名が申込
❹❺ 第13回加賀ふるさと検定 成績優秀者・団体を表彰！
❼ 産業人材育成事業「新人社員研修」（4/23）のご案内
� 第11回 最近の景況・業況の動向についてのアンケート調査 集計結果
� 産業人材育成事業「BCPセミナー」（3/16）のご案内
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１
月
14
日
㈬
、
ゆ
の
く
に
天
祥
に

お
い
て
、
令
和
８
年
加
賀
商
工
会
議

所
新
春
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
、

加
賀
商
工
会
議
所
役
員
・
議
員
・
評

議
員
お
よ
び
関
係
機
関
か
ら
115
名
が

出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
東
野
会
頭
は
挨

拶
を
行
い
、
臨
席
し
た
来
賓
と
日
頃

よ
り
商
工
会
議
所
活
動
に
尽
力
す
る

役
員
・
議
員
・
評
議
員
に
向
け
て
感

謝
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
４
名
と
加
賀
市
功
労
者
２
名

に
向
け
て
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
賀
表

の
贈
呈
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
昨
年

の
役
員
議
員
改
選
に
お
い
て
、
退
任

し
た
方
々
に
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

と
加
賀
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
宮
本 

周
司
参
議

院
議
員
、
石
川
県
知
事
代
理
の
坂
野 

信
吾
石
川
県
商
工
労
働
部
参
事
、山

田 

利
明
加
賀
市
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、山
口 

忠
志
市
議
会
議
長
代

理
の
東
野 

真
樹
市
議
会
議
員
の
発

声
で
乾
杯
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
山
中
芸
妓

６
名
が
長
唄
や
舞
踊
小
唄
を
見
事
に

披
露
し
、
新
春
を
祝
っ
た
。
ま
た
、

終
盤
に
は
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
に
よ

る
「
ア
ク
サ
ワ
イ
ン
抽
選
会
」
が
行

わ
れ
、
正
副
会
頭
ら
が
引
く
ク
ジ
に

よ
り
当
選
し
た
20
名
の
参
加
者
ら
に

ア
ク
サ
ワ
イ
ン
が
１
本
ず
つ
贈
ら
れ

た
。
同
社
の
浅
岡
北
陸
支
社
長
か
ら

は
、「
本
年
も
会
員
企
業
皆
様
の
福

利
厚
生
充
実
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
宮
本
副
会
頭
の
音
頭
に

よ
り
三
本
締
め
で
懇
談
会
を
締
め
、

新
し
い
年
の
景
気
回
復
と
地
域
経
済

の
発
展
を
誓
っ
た
。

　

顕

彰

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

◎
瑞
宝
双
光
章

・
山
口 

隆
治 

氏

◎
瑞
宝
単
光
章

・
山
本　

 

篤 

氏
（
㈱
妙
泉
陶
房
）

◎
黄
綬
褒
章

・
田
畑 

秀
樹 

氏
（
㈲
田
畑
建
設
）

◎
黄
綬
褒
章

・
新
木 

洋
満 

氏

�

（
㈱
新
木
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
所
）

加
賀
市
功
労
者

◎
福
祉
功
労
章

・
前
山　

 

智 

氏
（
㈲
前
山
事
務
機
）

◎
公
益
功
労
章

　

・
桶
谷 

孝
治 

氏
（
梅
田
製
畳
店
）

〔
退
職
役
員
・
議
員
に�

　
　

�

対
す
る
感
謝
状
贈
呈
〕

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

◎
前
議
員

・
駒
谷 

康
文 

氏
（
駒
谷
工
業
㈱
・

　
　

議
員
24
年
）

・
水
口 

清
隆 

氏
（
㈲
ば
ん
亭
・

　
　

議
員
27
年
）

・
故 

伊
藤 

五
次
郎 

氏
（
加
賀
工
業

　
　

㈱
・
議
員
14
年
9
カ
月
）

・
渡
辺 

宗
三
郎 

氏
（
㈲
大
宗
・
議

　
　

員
27
年
10
カ
月
）

・
髙
田 

広
勝 

氏
（
㈱
髙
田
鉄
工
・

　
　

議
員
18
年
）

・
水
井 

義
明 

氏
（
司
法
書
士
水
井

　
　

義
明
事
務
所
・
議
員
28
年
7
カ

　
　

月
）

加
賀
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

◎
前
議
員

・
駒
谷 

康
文 

氏
（
駒
谷
工
業
㈱
・

　
　

議
員
36
年
）

・
水
口 
清
隆 
氏
（
㈲
ば
ん
亭
・
議

　
　

員
27
年
）

・
故 

伊
藤 

五
次
郎 
氏
（
加
賀
工
業

　
　

㈱
・
議
員
14
年
9
カ
月
）

・
渡
辺 

宗
三
郎 

氏
（
㈲
大
宗
・
議

　
　

員
27
年
10
カ
月
）

・
髙
田 

広
勝 

氏
（
㈱
髙
田
鉄
工
・

　
　

議
員
18
年
）

・
水
井 

義
明 

氏
（
司
法
書
士
水
井

　
　

義
明
事
務
所
・
議
員
28
年
7
カ

　
　

月
）

　

１
月
17
日
㈯
に
加
賀
商
工
会
議
所

主
催
の「
第
31
期
か
が
創
業
塾
」（
全

４
回
）
が
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加
賀
に

て
開
講
さ
れ
、
創
業
の
知
識
を
深
め

た
い
申
込
者
24
名
の
う
ち
初
回
は
22

名
が
出
席
し
た
。

　

毎
年
、
夏
と
冬
の
２
期
開
催
し
、

今
回
で
31
回
目
を
数
え
る
こ
の
塾
は
、

開
業
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
基
礎

的
な
経
営
知
識
か
ら
心
構
え
な
ど
を

講
義
や
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
習
得
す
る

も
の
で
、
加
賀
市
で
創
業
し
た
て
の

方
や
創
業
準
備
中
の
方
を
対
象
と
し

て
い
る
。
例
年
同
様
、
今
期
の
創
業

塾
で
も
㈱
ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
代
表
取

締
役
社
長
で
あ
る
萩
原 

抹
未
子
氏
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
た
。

　

１
月
17
日
㈯
に
開
講
し
た
第
１
回

は
、「
経
営
者
の
武
器
が
変
わ
る
！

～
Ａ
Ｉ
で
〝
差
別
化
力
〟
を
手
に
入

れ
る
～
」と
題
し
、㈱
ド
モ
ド
モ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
遠
田 

幹
雄

氏
を
招
き
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法

の
説
明
や
実
践
的
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
加
賀
未
来
サ
ロ
ン
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
㈱Root-N

代
表
の

佐
竹 

宏
平
氏
よ
り
、
加
賀
未
来
サ

ロ
ン
の
紹
介
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
っ
た
後
、
創
業
支
援
企

画
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

福
山 

敏
一
氏
よ
り
創
業
融
資
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

１
月
31
日
㈯
に
開
催
し
た
第
２
回

は
22
名
が
出
席
し
、「
お
客
様
に
“
心

を
残
す
”
セ
ー
ル
ス
法
～
フ
ァ
ン
が

増
え
る
集
客
と
仕
組
み
化
～
」
と
題

し
、
㈲
い
っ
し
ょ
に
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

代
表
の
鳥
越 

介
順
氏
を
招
き
、
創

業
初
期
に
最
も
大
切
な
お
客
様
づ
く

り
に
焦
点
を
当
て
た
実
践
講
座
を
繰

り
広
げ
た
。

　

続
い
て
、
み
ず
き
社
会
保
険
労
務

士
・
Ｆ
Ｐ
事
務
所
代
表
の
細
川 

順
一

朗
氏
に
従
業
員
を
雇
っ
た
際
の
労
働

保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

第
３
回
は
２
月
14
日
㈯
、
最
終
回

は
２
月
28
日
㈯
に
予
定
し
て
い
る
。コーディネーターの

萩原氏

加賀商工会議所 新春懇談会に１１5名出席

第31期かが創業塾に24名が申込
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加
賀
商
工
会
議
所
青
年
部
（
菅
本

大
輔
会
長
・
会
員
81
名
）
は
１
月
21

日
㈬
に
定
例
会
及
び
ビ
ジ
ョ
ン
振
り

返
り
ア
ワ
ー
を
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加

賀
に
て
開
催
し
、
事
務
局
含
む
25
名

が
出
席
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
各
委
員
会
報
告
が

行
わ
れ
、
拡
大
交
流
委
員
会
か
ら
は

12
月
に
開
催
し
た
望
年
会
参
加
へ
の

御
礼
、
総
務
委
員
会
か
ら
は
３
月
に

開
催
予
定
の
定
例
会
へ
の
参
加
呼
び

か
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
委
員
会
か
ら

は
11
月
の
研
修
事
業
及
び
今
回
の
ビ

ジ
ョ
ン
振
り
返
り
ア
ワ
ー
参
加
に
つ

い
て
の
御
礼
が
あ
っ
た
。

　

つ
づ
く
、
ビ
ジ
ョ
ン
振
り
返
り
ア

ワ
ー
で
は
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
加
賀
の
夜
明

け
や
ガ
イ
ヤ
」
を
基
に
、
今
期
の
達

成
度
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。
ア
ワ

ー
内
で
は
、
吉
田 

久
彦
副
会
長
が

司
会
を
務
め
、
各
委
員
会
が
今
期
実

施
し
た
事
業
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、

各
事
業
を
「
交
流
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
事

業
・
ブ
ラ
ン
ド
・
ま
ち
」
の
５
項
目

そ
れ
ぞ
れ
で
評
価
し
、
点
数
が
低
い

項
目
に
つ
い
て
は
改
善
点
が
な
か
っ

た
か
洗
い
出
し
た
。
最
後
に
、
互
い

の
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
充
実
し
た
討
論
を
終
え
た
。

　

今
期
最
後
の
定
例
会
は
、
3
月
19

日
㈭
に
卒
会
式
を
兼
ね
て
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

―
御
社
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　

弊
社
は
、
石
川
県
加
賀
市
に
根
ざ

し
、
昭
和
30
年
創
業
以
来
、
70
年
近

く
に
わ
た
り
テ
ン
ト
製
造
・
施
工
を

手
が
け
る
会
社
で
す
。
先
代
で
あ
る

祖
父
が
、
大
聖
寺
の
自
宅
の
作
業
場

で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
あ
る
雨
除

け
シ
ー
ト
の
修
理
か
ら
始
め
た
の
が

弊
社
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
後
、

現
社
長
で
あ
る
父
が
拠
点
を
加
茂
町

に
移
し
、
地
元
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
今
日
ま
で
成
長
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
弊
社
の
事
業
は

大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
、
テ
ン
ト

倉
庫
や
間
仕
切
り
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

幅
広
い
テ
ン
ト
製
品
を
製
造
す
る
事

業
と
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
全
国
植

樹
祭
な
ど
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
か
ら
町

内
祭
ま
で
を
支
え
る
イ
ベ
ン
ト
事
業

で
す
。
近
年
で
は
、
自
社
開
発
に
よ

る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
テ
ン
ト
な
ど
の
企

画
・
製
造
も
行
い
、
開
発
か
ら
販
売

ま
で
の
一
切
を
担
っ
て
い
ま
す
。

―
御
社
で
は
、
お
客
様
と
一
か
ら

一
緒
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

お
客
様
の
頭
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー

ジ
を
丁
寧
に
く
み
取
り
、
そ
れ
を
形

に
し
て
い
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
が
想
像
さ

れ
て
い
る
以
上
の
も
の
を
作
り
た
い

と
も
考
え
て
お
り
、
想
像
を
超
え
た

先
に
あ
る
「
感
動
」
を
目
指
し
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

―
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
も
し
く
は
や
り
が
い
は
？

　
「
品
質
・
納
期
・
価
格
」の
当
た
り
前

と
も
い
え
る
３
要
素
を
決
し
て
妥
協

せ
ず
に
守
り
抜
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
一
つ
欠

け
て
も
仕
事
と
し
て
成
立
し
ま
せ
ん
。

弊
社
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
提
供

し
、お
客
様
が
価
値
を
感
じ
、納
得
し

て
選
ん
で
い
た
だ
く
。
こ
れ
こ
そ
が

弊
社
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
製
品
を
作
る
際
に
は
、
お
客

様
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。〝
笑
う
門
に
は
福
来
る
〟

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
、

お
客
様
に
と
っ
て
役
立
つ
製
品
を
お

届
け
し
、
日
本
中
を
笑
顔
に
で
き
る

よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
は
？ 

　

先
代
た
ち
が
築
い
て
き
た
理
念
や

信
条
な
ど
は
、
ス
ガ
モ
ト
テ
ン
ト
の

柱
で
あ
り
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も

の
で
す
。
一
方
で
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
柱
を
守
り

続
け
る
た
め
に
、
仕
組
み
や
考
え
方

な
ど
を
柔
軟
に
変
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
兄
弟
が
支
え
合
い
、
互
い
を
尊

敬
し
あ
い
な
が
ら
「
加
賀
市
の
仲
良

し
テ
ン
ト
屋
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
る
日

を
誇
り
に
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

加
賀
市
加
茂
町

　
　
３
０
７
番
地

☎
０
７
６
１
・

　
76
・
０
０
０
６

第
４
回
定
例
会・

ビ
ジ
ョ
ン
振
り
返
り

�

ア
ワ
ー
を
開
催

　加賀市で働いている若い年代の経営者or
従業員にインタビューし、苦労したことや今
後の展望等を伺うコーナー。3回目の今回は、
「株式会社スガモトテント」の取締役でありご
兄弟でもあるお二人にインタビューしました。 左から弟の大輔さん、兄の勇気さん

▼

Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら

青年部

株式会社スガモトテント　　　
　　　常 務 取 締 役　菅本 勇気 氏
　　　取締役本部長　菅本 大輔 氏

youthに聞いた
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昨
年
12
月
14
日
㈰
に
実
施
さ
れ
た

第
13
回
加
賀
ふ
る
さ
と
検
定
に
お
い

て
、
好
成
績
で
合
格
さ
れ
た
方
々
を

お
招
き
し
、
成
績
優
秀
者
表
彰
式
を

１
月
27
日
㈫
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン
加

賀
に
て
開
催
し
た
。
同
検
定
実
行
委

員
会
会
長
で
あ
る
東
野
会
頭
を
は
じ

め
と
す
る
33
名
（
実
行
委
員
・
事
務

局
を
含
む
）
が
出
席
し
た
。

　

60
点
満
点
中
42
点
が
合
格
の
と
こ

ろ
、
初
級
合
格
者
は
54
名
、
上
級
は

11
名
が
合
格
。
式
で
は
、
例
年
表
彰

項
目
と
な
っ
て
い
る
、
初
級
・
上
級

の
得
点
上
位
者
と
最
年
長
・
最
年
少

合
格
者
、
高
校
生
1
位
の
ほ
か
、
団

体
受
験
の
上
位
チ
ー
ム
に
対
し
、
表

彰
状
と
景
品
（
図
書
券
等
）
が
贈
ら

れ
た
。
な
お
、
表
彰
者
の
一
覧
は
以

下
の
通
り
。
表
彰
式
後
は
写
真
撮
影
、

試
験
や
お
も
て
な
し
講
座
の
結
果
報

告
と
続
き
、
各
表
彰
者
に
感
想
や
学

習
方
法
な
ど
を
伺
う
座
談
会
に
移
っ

た
。

　

ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
初
級
１
位
に
輝

い
た
宮
岸
さ
ん
は
「
全
５
回
の
歴
史

文
化
講
座
を
受
講
し
た
が
、
試
験
に

役
立
つ
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

の
で
、
検
定
試
験
を
受
け
る
上
で
受

講
は
必
須
で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、

過
去
問
題
を
最
低
３
回
は
解
い
て
勉

強
に
励
ん
だ
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

上
級
１
位
と
な
っ
た
川
端
さ
ん
は

「
無
理
を
せ
ず
、
楽
し
く
勉
強
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
加
賀
市
の

職
員
と
し
て
、
団
体
受
験
を
促
す
際

に
も
、
１
人
で
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
や
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
受
験
勉

強
に
取
り
組
ん
だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
団
体
受
験
の
第
1
位
と
な

っ
た
カ
フ
ェ
・
み
と
愉
快
な
仲
間
達

チ
ー
ム
は
「
検
定
試
験
で
得
た
知
識

を
活
か
し
、
加
賀
市
は
面
白
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

お
店
に
来
店
さ
れ
る
お
客
様
に
話
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

問
題
を
作
成
し
た
委
員
か
ら
は

「
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
た
く
さ

ん
問
題
を
解
き
、
合
格
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
の
だ
と
感
じ
た
。
今

後
受
験
す
る
方
に
は
、
過
去
問
題
を

最
低
２
回
は
解
い
て
試
験
勉
強
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
年
も
初
級

の
合
格
率
が
低
か
っ
た
の
で
、
来
年

度
は
、
合
格
率
が
５
割
も
し
く
は
６

割
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
試
験
問

題
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が

述
べ
ら
れ
、
高
校
の
先
生
か
ら
は

「
加
賀
市
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
、

加
賀
市
に
残
り
、
過
ご
し
て
い
く
生

徒
が
１
人
で
も
増
え
る
よ
う
に
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
感
想

を
い
た
だ
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

　

難
易
度
に
つ
い
て
は
、
初
級
は
8

割
以
上
、
上
級
は
9
割
以
上
の
受
験

者
が
「
難
し
か
っ
た
」
と
回
答
し
、

昨
年
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
、

そ
の
う
ち
「
と
て
も
難
し
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
方
は
、
初
級
・
上
級
と

も
に
昨
年
と
比
べ
て
減
少
し
、「
全

体
的
に
易
し
か
っ
た
」
と
回
答
し
た

方
が
や
や
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

認
知
媒
体
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同

様
「
職
場
や
学
校
」
か
ら
情
報
を
得

た
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

他
「
当
所
会
報
」
や
「
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
」
を
見
て
知
っ
た
方
や
「
知

人
・
友
人
」
か
ら
勧
め
ら
れ
た
方
が

多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
受
験
者
か
ら
の
意
見
と
し

て
は
、「
初
級
は
過
去
問
題
を
十
分

に
取
り
組
め
ば
合
格
で
き
る
レ
ベ
ル

だ
っ
た
」
や
「
歴
史
の
問
題
が
多
か

っ
た
の
で
、
文
化
な
ど
の
内
容
か
ら

の
問
題
が
多
く
な
る
と
よ
い
」
な
ど

が
挙
が
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
開

始
し
た
歴
史
文
化
講
座
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
配
信
に
つ
い
て
の
意
見
と
し

て
「
毎
年
最
新
の
も
の
を
ア
ッ
プ
し

て
ほ
し
い
」
や
検
定
試
験
全
体
に
つ

い
て
の
意
見
と
し
て
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
も
受
験
を

呼
び
か
け
、
旅
行
者
等
へ
の
語
り
部

育
成
に
つ
な
げ
て
み
て
は
」
な
ど
も

挙
が
っ
た
。

【初　級】
　１位　宮岸　咲子� ５９点
　　　　宮岸　信孝� ５９点
　２位　鳥居　雪和� ５８点
　　　　菅谷　真琴� ５８点
　　　　庄田　秀人� ５８点
最年長　中野　　昭� ７５歳
最年少　板東　咲和花� １２歳
高校生１位
　　　　板東　功真

【上　級】
　１位　川端　清志� ５１点
　　　　宮岸　信孝� ５１点
　２位　平賀　基樹� ４９点
　　　　板東　　真� ４９点
　　　　庄田　秀人� ４９点
最年長　中谷　修三� ８４歳
最年少　板東　咲和花� １２歳

【団体受賞】
　１位 「カフェ・みと愉快な仲間達」
　２位 「加賀市役所Ｅ」
　３位 「北國銀行」

【女性会 高校生以下上級合格者
� 特別表彰】
　　板東　功真
　　板東　咲和花

表 彰 者 一 覧

表彰者の皆さん

成
績
優
秀
者
・
団
体
を
表
彰
！
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あなたは
　　解けるかな？
（？）には何が入るでしょう？

初級で正解率が一番高い問題

Q1 .加賀市は北陸最大の（？）の産地として
知られる。                  【正解率：93.8％】

上級で正解率が一番低い問題

Q2.白山五院の一つである極楽寺所蔵と伝
わる絹本着色の「十一面観音絵像」は

（？）時代に、同じく「阿弥陀如来図」は
南北朝時代に制作されたと推定されて
いる。                            【正解率：6.7％】

※正解は15ページを見てネ

　

５
名
１
チ
ー
ム
で
初
級
受
験
に
挑

戦
す
る
団
体
受
験
に
は
、
今
年
度
９

チ
ー
ム
が
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
カ
フ
ェ
・
み
と
愉
快
な
仲
間
達
」

チ
ー
ム
が
見
事
全
員
合
格
し
、
団
体

受
験
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の

チ
ー
ム
は
、大
聖
寺
の「
カ
フ
ェ
・
み
」

店
主 

荒
井 

日
登
美
さ
ん
を
筆
頭
に
、

同
店
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
有
志
の

方
々
４
名
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

今
回
は
、
高
得
点
を
取
っ
た
秘
訣

を
伺
い
た
い
と
思
い
、
チ
ー
ム
を
代

表
し
て
、
荒
井 

日
登
美
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！

―
皆
さ
ん
高
得
点
で
合
格
さ
れ
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？

　
歴
史
文
化
講
座
を
受
講
し
た
上
で
、

一
緒
に
受
験
す
る
方
達
と
復
習
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
日
ま
で
は
過

去
問
題
を
繰
り
返
し
勉
強
し
、
受
験

日
当
日
も
早
め
に
集
合
し
て
問
題
の

出
し
合
い
を
し
て
挑
み
ま
し
た
。

―
今
後
、
こ
の
検
定
に
合
格
し
た

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
か
？

　
一
緒
に
受
験
し
た
方
達
と
聖
地
巡

礼
の
よ
う
に
歴
史
の
動
い
た
場
所
を

巡
り
、
そ
の
場
所
を
体
験
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
店
を
経

営
し
て
い
る
の
で
、
他
県
か
ら
訪
れ

た
方
に
は
加
賀
市
の
面
白
さ
を
お
話

し
、
加
賀
市
の
方
に
は
改
め
て
歴
史

を
語
り
加
賀
市
の
楽
し
み
方
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
加

賀
市
の
魅
力
が
他
県
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
の
方
に
も
伝
わ
る
こ
と
は

実
行
委
員
一
同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、

団
体
受
験
を
さ
れ
た
チ
ー
ム
を
会
報

記
事
に
て
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
事
業
所
の
方
々
に
受
験
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
来
年
度
も
続
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

興
味
が
お
あ
り
の
方
は
是
非
と
も
次

回
受
験
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
式
で
は
、
当
所
女
性
会
に
よ

っ
て
企
画
さ
れ
た
「
高
校
生
以
下
上

級
合
格
者
特
別
表
彰
」
も
合
わ
せ
て

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
難
易
度
が
高
い
上

級
試
験
に
子
ど
も
達
に
も
挑
戦
し
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
高
校
生

以
下
で
上
級
合
格
者
を
表
彰
す
る
も

の
。
今
回
は
、
ご
兄
弟
で
上
級
に
合

格
し
た
板
東 

功
真
さ
ん
と
板
東 

咲

和
花
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
（
功
真
さ

ん
は
欠
席
）
。

　

小
新 

雅
子
女
性
会
会
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
と
し
て
図
書
券
が
手
渡

さ
れ
た
。
女
性
会
は
、
今
後
も
継
続

し
て
表
彰
を
続
け
て
い
く
予
定
だ
。

高
校
生
以
下
で

上
級
合
格
者
を

特
別
表
彰
！

表彰を受ける荒井さん（手前）と宮崎さん（奥）

当所女性会より

※内履きをご持参ください

団体
受賞
「
カ
フェ・み
と
愉
快
な
仲
間
達
」チ
ー
ム

試
験
日
当
日
ま
で
チ
ー
ム
皆
で
試
験
対
策
に
励
み
、

�

掴
ん
だ
１
位
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１
月
23
日
㈮
に
ク
ロ
ス
ガ
ー
デ
ン

加
賀
に
お
い
て
、
加
賀
市
貿
易
推
進

機
構
、
加
賀
市
、
当
所
の
共
催
に
よ

る
「
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
事
業
者
を
中
心
に
17
名

が
参
加
し
た
。

　

加
賀
市
は
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
と
連
携
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
地
元
の
事
業
者
が
海
外

市
場
へ
挑
戦
す
る
た
め
の
支
援
体
制

を
整
え
て
い
る
。
今
回
は
、
ジ
ェ
ト

ロ
海
外
展
開
支
援
部
の
小
野
澤 

麻

衣
次
長
が
講
師
を
務
め
た
。

　

ま
ず
、
海
外
市
場
の
現
状
に
つ
い

て
解
説
が
行
わ
れ
た
。
日
本
の
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
予
測
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

す
る
中
、
海
外
市
場
全
体
で
は
今
後

５
年
間
で
約
27
％
も
の
成
長
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
対
照
的
な
デ
ー
タ
が

示
さ
れ
た
。ま
た
、輸
出
に
取
り
組
む

企
業
の
売
上
高
は
、
非
輸
出
企
業
に

比
べ
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

海
外
展
開
が
企
業
の
成
長
に
直
結
し

て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
海
外
展
開
に
よ
る
自
社

へ
の
好
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ

た
。
海
外
顧
客
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
国
内
で
は
得
ら
れ
な
い

ア
イ
デ
ィ
ア
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
気
づ

く
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」
や

世
界
で
自
社
製
品
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
社
員
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
組

織
が
活
性
化
す
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
支
援
策
と
し
て
は
、「
新

規
輸
出
１
万
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と「
新
輸
出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

に
つ
い
て
重
点
的
に
説
明
さ
れ
た
。

前
者
は
、
こ
れ
ま
で
輸
出
経
験
が
な

い
、
あ
る
い
は
輸
出
を
拡
大
し
た
い

企
業
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ト
ロ
が
専
門

家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
情
報

提
供
を
通
じ
て
一
気
通
貫
で
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
新
輸
出

大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
す
る

各
支
援
機
関
が
連
携
し
、
企
業
の
海

外
展
開
を
ハ
ン
ズ
オ
ン
（
伴
走
型
）

で
支
援
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
支
援
を
活
用
し
た
挑
戦
事
例
と

し
て
、
最
新
の
事
例
集
か
ら
７
社
の

事
例
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
企
業
の
実
例
を
通
じ
、
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
具
体
的
な
活
用
方
法
が
示

さ
れ
た
。

　

当
所
で
は
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援
し

て
い
く
。

お問合せ：加賀市倫理法人会事務局 上原 ／ TEL 070－4355－6713

経営者モーニングセミナー

会場：APAホテル加賀大聖寺駅前（加賀市熊坂町イ226番地4）

3/10
（火）
6:00ａ

ｍ

株式会社北精テクニカ 代表取締役
一般社団法人倫理研究所法人局 法人レクチャラー
金沢市倫理法人会 相談役 村上　龍哉 氏

学ぶ倫理、試される現場

むらかみ たつや第829回

ａ
ｍ

3 / 3
（火）
6:00

一般社団法人倫理研究所 研究員 丸山　貴彦 氏

「むすびと調和」

まるやま たかひこ第828回

2/24
（火）
6:00ａ

ｍ

乙綺木工 代表
加賀市倫理法人会 運営委員 濱口　　徹 氏

御縁に導かれて

はまぐち とおる第827回

2/17
（火）
6:00ａ

ｍ

OZTEC株式会社 取締役会長
一般社団法人倫理研究所 法人局 法人レクチャラー
福井県倫理法人会 キャリア委員長 尾﨑喜代博 氏

「感 謝 無 敵」

おざき きよひろ第826回

海外展開セミナーを開催　～はじめての海外輸出 世界の市場を目指してみよう～
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産業人財育成事業

クロスガーデン加賀4 階ホール1+2
（加賀市小菅波町1 丁目130 番地 加賀温泉駅付近）

※お申込時にいただいた情報は、本セミナーの運営のため、主催共催講師に限り共有させていただきます。
　その取扱いにつきましては、個人情報保護法に則り、厳重に管理いたします。

日　時

場　所

無料 ３０名受講料 定　員

筆記用具、名刺入れ持ち物

新卒・中途採用含む入社3年以内の方を対象とさせていただきます。対象者

ハート・コミュニケションズ  代表  矢 島　久 美  氏
や く みじま

講　師

社会人としての基礎（ルールとエチケット、コミュニケーション）
ビジネスマナーの基本（挨拶、表情、名刺交換、敬語）
電話応対の基本、その他

内　容

4月17日（金）までに下欄の受講申込書事項を記載の上、FAXもしくはメール
にてお申し込みください。お申込

加賀商工会議所　TEL 0761-73-0001主　催

公益財団法人 日本電信電話ユーザ協会　石川支部共　催

新人社員
研修
令和8年4月23日（木）13 :00～17:00

クロスガーデン加賀4 階ホール1+2
（加賀市小菅波町1 丁目130 番地 加賀温泉駅付近）

令和8年4月23日（木）13 :00～17:00

加賀商工会議所 産業人材係（FAX：0761-73-4599　メール：ishita@kagaworld.or.jp）

■事業所名： ■業種：製造・建設・小売・卸売・サービス

■所 在 地： ■TEL： FAX：

■事業所メールアドレス：

■受講者名：（全員分をフルネームでフリガナも記載してください。）

ビジネス
マナーを
学ぼう！

新人社員研修　受講申込書
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すでに

e-Taxで
申告しています!!

が約４人中３人

マイナンバーカードで

  自宅からe-Tax

国税庁 法人番号7000012050002

書かない 確定申告

マイナポータル連携
の詳細はこちら

ｚｚｚｚｚｚｚ
ｚ

早期還付
（３週間程度で還付）

24時間
利用可能

※メンテナンス時間を除きます

自宅から
申告可能

※一部の書類を除きます
イメージデータによる提出も可能

添付書類

提出不要

確定
申告

受信通知から

いつでも内容確認

※書面提出の場合は
１か月～１か月半程度で還付

スマホでも
できちゃう♪

メリット たくさん♪

 確定申告書等作成コーナー
なら金額等を入力するだけで

自動計算で申告書が完成！

 マイナポータル連携で

給与、ふるさと納税、医療費等が

自動入力できる！
※ご利用には事前準備が必要です



第３回物価高騰対策支援金【医療・福祉施設等】
物価の高騰等により厳しい環境が続く事業者等への支援として、①医療機関、②介護施設、
③障害者施設、④児童福祉施設、⑤公衆浴場を対象に、支援金を支給。
●申請受付期間／令和８年１月１６日（金）～令和８年３月１３日（金）
●申請対象者／令和８年１月１日時点で石川県内に所在し、申請日時点で稼働し、事業継続予定の医療機関・福祉施設等。
●申 請 方 法／以下の２種類の書類をご準備いただき、申請書提出先である下記までWEB申請または郵送。
　　　　　　　　　①石川県物価高騰対策支援金申請書
　　　　　　　　　②振込先の通知書の写し※第１回・第２回支援金を受給されている施設については提出を省略可。
　　　　　　　　　　対象施設へは事前に事務局から案内がきているため、詳細はそちらでもご確認下さい。
●問 合 せ 先／石川県物価高騰対策支援事業（医療機関・福祉施設等）運営事務局　TEL 076-255-1625

詳細はこちらからどうぞ▲
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商品が購入
できるのは
２月がラスト
チャンス

加賀商工会議所では、地域小規模事業者の発展のために2023年3月に経済産業省の「経営発達支援計画」の認定を受
け、小規模事業者への各種施策に取り組んでいます。本事業はその一環として取り組む「伴走型小規模事業者支援推進事
業」です。

■Webサイトのご紹介
加賀市かがやき
ショッピング専用サイト

たかまつ食品株式会社
鰹だしなどを製造しているだし屋さん。
今回出品する商品は、加賀市でとれた加
賀九谷野菜をふんだんに使用した「やさい
だし」です。
和洋中の普段使いのだしとしてはもちろん、
化学調味料・保存料無添加なため、ベジ
タリアンやビーガンの方も安心してご利用
いただける商品となっています。

久保田ファーム
加賀市産トマトなどを栽培する
農家さん。
今回出品する商品は、加賀市
産「半生干芋」です。本商品は
農薬不使用、有機肥料で育て
たサツマイモを砂糖無添加で加
工しています。そのためサツマイモ本来の甘さが際立つ商品になって
います。

音羽堂
三代続く菓子工房の老舗和菓
子屋さん。
今回出品する商品は、看板商
品の「加賀紫雲石（かがしうん
せき）五彩」のギフトセットです。
ふっくら炊いた大粒の丹波産大
納言小豆を寒天と砂糖で包んだ加賀紫雲石はカリッとホロッとしてい
て癖になる商品です。

株式会社畳のやまや
創業120年余り、信頼と実績を
持つ畳専門店。
今回出品する商品は、やまや畳
店オリジナル「北陸新幹線W7
系」特別仕様畳縁の置き畳で
す。
手軽にどこにでも敷ける半畳サイズ。リビングやキッズの遊びスペー
ス等、様々な場所にお使いいただけます。

＜商品出店店舗のご紹介＞

リール動画は
インスタグラムにて公開中！

■期間　2025年11月1日（土）～2026年2月27日（金）

加賀商工会議所会員4企業の3大ECショッピングモール
（amazon.co.jp・楽天市場・Yahoo！ショッピング）へのネットショップチャレンジ！

■本事業について

なりわい再建支援補助金

石川県被災小規模事業者
賃上げ支援金

中小企業省力化投資補助金
（カタログ注文型）

小規模事業者持続化補助金
<一般型災害支援枠>

小規模事業者持続化補助金
<一般型通常枠>(第19回)
<創業型>(第3回)

小規模事業者事業継続支援
補助金

小規模事業者持続化補助金
<共同・協業型>(第2回)

IT導入補助金

企業復興応援でんき

従業員スキルアップ助成金

能登半島地震で被災した施設・設備の復旧
費用を補助

被災した小規模事業者に対し、従業員の賃
上げに伴う支援金を支給

補助対象カタログ掲載の省力化設備（清掃ロボ、
券売機、 スチコン、 ＭＣ、 ラベラー等） を導
入し生産性向上・賃上げする事業者を補助

能登半島地震の被災事業者の事業再建の取
組に要する経費を補助　※9次以降の申請は
能登3市3町で直接被害の事業所に限る

販路開拓等の取組み費用を補助(「賃金引上
げ特例」「創業型」等補助上限の増額制度あ
り)

上記「小規模事業者持続化補助金〈災害支援
枠〉」で直接被害の復旧費用を計上した事業
者に上乗せ補助

事業効果があり継続可能な販路開拓にワン
ストップで取り組む地域振興等機関（参画事
業者10者以上）による事業を補助

業務効率化やDX推進、セキュリティ対策のた
めのITツール導入費用を補助。「インボイス
対応類型」ではハードウェア費用も支援対象

震災関連補助金（「なりわい補助金」、「持
続化補助金（災害支援枠直接被害）」等）の
交付決定を受けた事業者の電気料金を割引

小松産業技術専門校や中小企業大学校金沢
キャンパスなどの研修受講料を助成

15億円

一人 5万円

1,500万円

石川県

石川県

1

5

受付中

受付
10/17～2/28

経産省10 受付中

200万円

50/200万円

100万円

5,000万円

450万円

10%割引
(1年間)

一人 5万円

経産省

経産省

石川県

経産省

経産省

2

6

3

7

9

9次受付
1/23～3/31

受付
3/6～4/30

令和7年度内に
県 上 乗 せ 分 の
入 金 希 望 の 場
合は2/27迄

受付
1/16～2/27

1次受付
3/30～5/12

北　陸
電　力4

8

受付
4/1～3/31

加賀商工
会議所 受付中

スケジュール№

中小企業省力化投資補助金
（一般型）

中小企業新事業進出促進
補助金

中小企業成長加速化補助金

オーダーメイドの省力化設備を導入し生産
性向上・賃上げする事業者を補助

生産性向上や賃上げを促すため、既存事業
とは異なる新市場・高付加価値事業への進
出にかかる設備投資等を支援

売上100億円を目指す成長志向型中小企業
(売上10億以上)の大胆な設備投資を支援

1億円

9,000万円

5億円

11

12

13

経産省

経産省

経産省

第5回受付
12/19～

2月下旬

第3回受付
2/17～3/26

2次公募
2/24～3/26

※この他、各種融資制度があります。詳しくは当所まで

補助金等 支援制度のご案内〔加賀商工会議所 中小企業相談所〕

制　　　　　度 概　　　　要 　金額例（※）区　分
※金額例は、条件によって異なることがあります。

2026年2月1日時点
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商品が購入
できるのは
２月がラスト
チャンス

加賀商工会議所では、地域小規模事業者の発展のために2023年3月に経済産業省の「経営発達支援計画」の認定を受
け、小規模事業者への各種施策に取り組んでいます。本事業はその一環として取り組む「伴走型小規模事業者支援推進事
業」です。

■Webサイトのご紹介
加賀市かがやき
ショッピング専用サイト

たかまつ食品株式会社
鰹だしなどを製造しているだし屋さん。
今回出品する商品は、加賀市でとれた加
賀九谷野菜をふんだんに使用した「やさい
だし」です。
和洋中の普段使いのだしとしてはもちろん、
化学調味料・保存料無添加なため、ベジ
タリアンやビーガンの方も安心してご利用
いただける商品となっています。

久保田ファーム
加賀市産トマトなどを栽培する
農家さん。
今回出品する商品は、加賀市
産「半生干芋」です。本商品は
農薬不使用、有機肥料で育て
たサツマイモを砂糖無添加で加
工しています。そのためサツマイモ本来の甘さが際立つ商品になって
います。

音羽堂
三代続く菓子工房の老舗和菓
子屋さん。
今回出品する商品は、看板商
品の「加賀紫雲石（かがしうん
せき）五彩」のギフトセットです。
ふっくら炊いた大粒の丹波産大
納言小豆を寒天と砂糖で包んだ加賀紫雲石はカリッとホロッとしてい
て癖になる商品です。

株式会社畳のやまや
創業120年余り、信頼と実績を
持つ畳専門店。
今回出品する商品は、やまや畳
店オリジナル「北陸新幹線W7
系」特別仕様畳縁の置き畳で
す。
手軽にどこにでも敷ける半畳サイズ。リビングやキッズの遊びスペー
ス等、様々な場所にお使いいただけます。

＜商品出店店舗のご紹介＞

リール動画は
インスタグラムにて公開中！

■期間　2025年11月1日（土）～2026年2月27日（金）

加賀商工会議所会員4企業の3大ECショッピングモール
（amazon.co.jp・楽天市場・Yahoo！ショッピング）へのネットショップチャレンジ！

■本事業について

創業後1年以内の小規模事業者等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を
受けながら取り組む販路開拓等を支援。
産業競争力強化法に基づく「認定市区町村」または「認定市区町村」と連携した「認定連
携創業支援等事業者」が実施した「特定創業支援等事業による支援」を受けた日および開
業日（設立年月日）が公募締切時から起算して過去1か年の間であること。
※創業後、事業開始前の事業者も対象となります。また、申請には、認定市区町村が発行
　した、特定創業支援等事業による支援を受け
　たことの証明書の写しが必要になります。
200万円
（特例を活用の場合は最大250万円）
2/3
申請受付開始：3/6　申請受付締切：4/30
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費、
旅費、新商品開発費、借料、委託・外注費など

「小規模事業者持続化補助金（創業型）」
第3回公募について

内容が大きく変更！
ご注意を

事業目的

申請要件

補助上限

補助率

スケジュール

対象経費

創業後3年以内から、
1年以内になったよ

詳細は
ＱＲコード
からご確認
下さい。

内容が大きく変更！
ご注意を



最近の景況・業況の動向についてのアンケート調査 集計結果
全体調査 第11回

⑴ 景況感

⑵ 景況感の判断理由

⑵ 貴社において、1年前と比較して「コスト増加分」のうち、何割程度を価格に転嫁できたと考えますか。最も当てはまるものを選択肢から１つお選び下さい。

・前期と比べた今期の状況（10～12月） ・今期と比べた来期の見通し（1～3月）

・調査時期／令和7年12月10日（水）～令和8年1月16日（金）
・調査対象／当所会員1,630名（12月1日現在）
・調査方法／会報掲載、FAX・フォーム、対面での回答
・回 答 数／77件
・回答業種／製造業36％、建設業21％、小売業22％、 卸売業3％、 サービス業14％、その他4%

調
査
概
要

好転
17%

不変
54%

好転
8%

不変
69%

悪化
23%

⑴ 貴社と発注側企業との価格協議について、選択肢から１つお選び下さい

結果の詳細は
右のQRコード
からも確認
できます。

今回の調査結果は以上となりました。ご協力ありがとうございました。

（製造業） 具体的な経済対策が示されていない。
（製造業） 設備投資タイミング上、第4四半期は動きが鈍る傾向にある。
（建設業） 売上げに波がある冬季にはどうしても減少傾向。物

価高が影響してきている。
（建設業） 関税の影響も峠を越えたように感じています。

（小売業） 電気工事増。補助金や被災修繕の影響か。
（小売業） 賃上げの影響があるかも、売上の維持が肝。11月～
 12月売上良好だったが1月悪化した。

（サービス業） 消費者のライフスタイルが変化してお金を使わなくなっ
たように思う。

（製造業） 少なくとも１年に１回は価格協議の場を設けたいの
で、それを支援してもらえる動きが発信されていると
とても助かります。

（製造業） 他の業界と比べ繊維業界はすぐ景気が悪くなり、良
くなるのも最後。

（建設業） 設備投資に対する減税の拡大を希望。

（小売業） 何か相談したいことがあっても、何かに引っかかっ
てしまう（例えば年齢制限など）からなかなか相談
できない（補助金など）。補助金の申請ができたと
しても、手続きが大変。高齢者には難しいのでは？

（サービス業） 賃上げして、売り上げが減少している会社に補助金
を出してほしい。

悪化
29%

１． 景況・業況の動向

2．賃上げの状況について

3．今後期待する支援策、ご意見、ご要望

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 発注側企業に協議を申込み、話し合いに応じてもらえた 45 18 9 11 2 4 1
2 発注側企業に協議を申込んだが、話し合いに応じてもらえなかった 4 4 0 0 0 0 0
3 発注量の減少や取引を断られること等を考慮し、発注側企業に協議を申込まなかった 1 1 0 0 0 0 0
4 発注側企業から、コスト上昇分の取引価格反映について協議を申込まれた 2 1 1 0 0 0 0
5 発注側企業から、取引価格の維持や減額について協議を申込まれた 3 1 0 0 0 0 2
6 発注側企業から、取引価格の維持や減額について一方的な通知があった 0 0 0 0 0 0 0
7 分からない 13 1 4 3 0 5 0
8 その他 4 2 2 0 0 0 0

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 全て価格転嫁できている 4 1 0 2 0 1 0
2 7～ 9割程度 17 7 4 3 1 2 0
3 4～ 6割程度 12 6 1 2 0 2 1
4 1～ 3割程度 24 7 8 4 0 4 1
5 価格転嫁できなかった 8 5 1 1 1 0 0
6 マイナス 2 1 0 0 0 0 1
7 そもそもコストが増加していない 3 1 0 2 0 0 0
8 分からない 5 0 2 1 0 2 0

全て価格転嫁できている
5％

7～9割程度
　23%

4～6割程度
　16%

1～3割程度
　32%

価格転嫁
できなかった
　　　　　10%

マイナス
3%

そもそもコストが
増加していない
4%

分からない
7%

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 13 9 2 1 0 1 0
2 不変 42 11 9 11 2 8 1
3 悪化 22 8 5 5 0 2 2

合計 製造 建設 小売 卸売 サービス その他
1 好転 6 4 1 0 0 1 0
2 不変 53 17 12 14 2 5 3
3 悪化 18 7 3 3 0 5 0

発注側企業に協議を
申込み、話し合いに
応じてもらえた
62％

発注側企業に協議を申込んだが、
話し合いに応じてもらえなかった　6％

発注量の減少や取引を断られること等を考慮し、
発注側企業に協議を申込まなかった　1％

その他
6%分からない

18%

発注側企業から、取引価格の維持や
減額について協議を申込まれた　4％

発注側企業から、コスト上昇分の取引価格反映に
ついて協議を申込まれた　3％
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2026年1月の動向

今月の業況

業種別の動向

ブロック別の動向

商工会議所LOBO（早期景気観測）
業況DIは、長引く物価高が足かせとなり、ほぼ横ばい
先行きは、経営課題の長期化で慎重な見方

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べた 値の動き

先行き見通しDIは、▲17.8（今月比+0.1ポイント）
高水準での賃上げが続く中、政府・自治体による物価高対
策への期待感もあって、消費マインドは持ち直しつつある。

一方、賃金の上昇が物価高に追いついていない中、一段と
消費者の節約志向が高まることが懸念されるほか、円安の
長期化を含むコスト高とその分の価格転嫁や人手不足等、
依然として経営課題は山積している。また、国際情勢の不
安定化を懸念する声も聞かれるなど、先行きは慎重な見方
が続く結果となった。

全産業合計の業況DIは、▲17.9（前月比+0.1ポイント）
物価高の長期化に伴う消費者の節約志向の高まりを受け、
小売業では商店街を中心に買い控えがみられたほか、サー
ビス業では、飲食店を中心に客数が減少し、悪化した。一
方、製造業では、堅調な設備投資・半導体需要を背景に機
械器具関係で引き合いがみられ、改善した。

コスト負担への理解が進んでいることもあり、全体として
価格転嫁に進展がみられている。取適法の施行で、発注先
との取引適正化が進んでいるという声も聞かれた。もっと
も、長引く物価高による消費マインドの弱含みや、円安の
影響を含む原材料価格や労務費の高騰、人手不足による供
給制約などが重荷となり、業況はほぼ横ばいとなった。 2025年 2025年 2026年 先行き

見通し
１月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２～４月

全産業 ▲ 15.4 ▲ 18.8 ▲ 18.6 ▲ 18.9 ▲ 17.9 ▲ 18.0 ▲ 17.9 ▲ 17.8

建 設 ▲ 10.6 ▲ 13.4 ▲ 10.2 ▲ 13.5 ▲ 16.5 ▲ 14.7 ▲ 15.2 ▲ 14.3

製 造 ▲ 20.7 ▲ 19.7 ▲ 23.9 ▲ 21.0 ▲ 19.7 ▲ 21.6 ▲ 17.2 ▲ 17.6

卸 売 ▲ 17.2 ▲ 26.6 ▲ 24.8 ▲ 24.2 ▲ 24.7 ▲ 23.4 ▲ 23.8 ▲ 18.3

小 売 ▲ 19.7 ▲ 27.0 ▲ 23.6 ▲ 29.3 ▲ 26.4 ▲ 24.0 ▲ 25.1 ▲ 22.8

サービス ▲ 9.4 ▲ 11.6 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 7.7 ▲ 9.9 ▲ 12.1 ▲ 16.3

※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合

全産業業況DI

業況DI

…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

公共工事や設備投資は底堅く推移しているものの、資材価格や労務費の高騰が継続していることに加え、人手不足によ
る供給制約も発生しており、ほぼ横ばい。
•「案件数は引き続き堅調に推移しているが、働き方改革や人手不足の影響により対応可能な工事量に制約が生じており、受注を見送らざるを得ないケースが発
生している。また、資材不足や納期遅延も発生しており、工程管理や現場対応の負担が増している」（一般工事業）

•「受注は旺盛なため、ある程度仕事を選ぶことができる状況であるが、資材や労務費の高騰で利益率は下がっている」（管工事業）

仕入価格や労務費等のコスト高が重荷となる中、消費者の節約志向の高まりを受け飲食店を中心に客数が減少し、悪化。
一部地域の観光関連事業者からは、訪日中国人減少に伴い、先行きを不安視する声も聞かれている。

物価高に伴う消費者の節約志向の高まりから、商店街を中心に買い控えがみられ、悪化。お正月・成人式等のハレの日
需要がみられたものの、例年と比べて盛り上がらなかったとの声も聞かれた。

堅調な設備投資・半導体需要を背景に機械器具関係で引き合いがみられ、改善。一部事業者からは、今月から取適法が
施行され、取引適正化に向けた動きの進展を指摘する声が聞かれた。

飲食料品関係で価格転嫁に進展がみられたほか、設備投資需要を受けた建築資材関連で売上が増加した一方、物価高に
伴う消費者の節約志向の高まりから生活必需品以外の引き合いが減少し、ほぼ横ばい。
•「取引先から価格転嫁に一定の理解が得られ、販売価格を上げた。もっとも、大手が低価格を維持する中、仕入価格の上昇分をどの程度転嫁するか判断が難し
い。価格転嫁後は、販売量が減少している」（食料・飲料卸売業）

•「嗜好品に対する節約意識が強く、当社で取り扱う酒の需要は芳しくない」（酒卸売業）

•「半導体関連の需要が旺盛。少なくとも2026年中は、半導体製造装置の増産が安定して続く見込みとなっている」（金属製品製造業）
•「今月から取適法が施行されたからか、発注先から金型の保管料の協議の提案があった。製品そのものの価格協議は道半ばであるが、これが実現すれば、賃上
げ原資も確保できる」（鉄鋼業）

•「例年に比べ、新年の初売りの客数が明らかに減少した。物価高に伴う節約志向の高まりから、近隣の量販店に客が流れたのかもしれない」（商店街）
•「消費者の値上げ疲れが鮮明。物価上昇に賃金上昇が追いつかない世帯では、新車購入をあきらめて中古車を購入したり、残価設定ローンを選択する顧客が増
えている」（自動車販売業）

•「人手不足を背景に当社への内職の依頼が増加している。仕入価格の上昇が続いているため、価格転嫁を段階的に行っている」（事業サービス業）
•「コスト上昇分を価格転嫁して売上は増加しているが、上昇分全てはカバーできていない。物価高の中、値上げが消費者にどこまで受け入れられるか不安であ
る。また、中国からのインバウンド客減少の影響を懸念している」（飲食店）

北陸信越
北陸信越は、悪化。小売業では、長引く物価高により地元住民の買い控えが生じており、専門小売店や商店街
などで売上・採算が悪化した。卸売業でも、消費マインド低迷の影響を受け、飲食料品関係を中心に売上・採
算が悪化した。石川県珠洲市の事業者からは、これまでの復旧・復興に関する特需は落ち着き、平常時に戻り
つつある中、今後は老朽化した設備の入替に向けて資金繰りが厳しくなる、という声が聞かれた。

2026年1月調査結果



石川県制度金融 金利改正のお知らせ 市場金利動向に対応して下記の通り、制度金融の
金利が改正されましたことをお知らせします。

1. 改正内容
　固定金利分：融資実行時の金利について、＋0.400% の改定。

　　　　　　ただし、令和６年能登半島地震・奥能登豪雨災害対策特別融資、令和６年能登半島地震・奥能
　　　　　　登豪雨経営改善サポート融資の金利は据え置き。

　変動金利分：融資実行時の金利について、＋0.250% の改定。
　　　　　　　ただし、令和６年能登半島地震・奥能登豪雨経営改善サポート融資の金利は据え置き。
 ２. 実施時期　令和８年２月１日～ ※詳細は右のQRコードからご確認下さい。
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2026年 2月
12日㈭ 石川県経営力強化総合支援アドバイザー派遣 
14日㈯ 第31期かが創業塾 第３回
17日㈫ 金融懇談会
20日㈮ 青年部 正副会長会議、決算申告個別指導（2/20～

3/13の平日）
22日㈰ 日商簿記検定試験
24日㈫ 正副会頭会議
27日㈮ 価格戦略＆交渉力セミナー 
28日㈯ 第31期かが創業塾 第４回（最終回）

2026年 3月
2日㈪ 総務企画委員会
3日㈫ 女性会 雛の会
4日㈬ 青年部 理事会

11日㈬ 正副会頭会議
16日㈪ BCPセミナー
17日㈫ 金融懇談会
18日㈬ 常議員会、企業にお金を残すセミナー
19日㈭ 女性会役員会
25日㈬ 通常議員総会、青年部 正副会長会議

会議所の動き

制　度　名 日 本 公 庫
マ ル 経 融 資

石　川　県
地域商工業活性化融資

石　川　県
事業転換支援融資

石　川　県
創 業 者 支 援 融 資

借入限度額 2,000万円 5,000万円(特認2億円） 5,000万円（特認2億円） 2,000～4,000万円
返 済 期 間 設備・運転10年 設備15年／運転5～7年 設備15年／運転7年 設備7年／運転5年
担保・保証 無担保・無保証人 金融機関所定の扱い 金融機関所定の扱い 無担保・保証協会保証必須
利 率 2.30% 1.60%～2.35% 1.60～2.15% 2.10%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度
15件 16件 8件 2件 0件 0件 0件 0件

認 定 金 額 8,640万円 12,350万円 8,880万円 1,550万円 0万円 0万円 0万円 0万円

制　度　名 石　川　県
小 口 零 細 融 資

石　川　県
経営安定支援融資 その他の融資制度

全制度合計
借入限度額 2,000万円 8,000万円 

省エネ投資促進支援融
資、小口融資など

返 済 期 間 設備7年／運転5年 運転7年
担保・保証 無担保・保証協会保証必須 金融機関所定の扱い
利 率 1.90%～2.10% 1.50%～2.45%

認 定 件 数
今  年  度 前  年  度 今  年  度 前  年  度 今  年  度 前年度 今  年  度 前  年  度

6件 13件 6件 0件 0件 0件 35件 31件
認 定 金 額 2,025万円 2,540万円 19,300万円 0万円 0万円 0万円 38,845万円 16,440万円

※ 制度内の特別枠により利息その他詳細が異なることがあります。
※ 当所の認定が不要な制度融資は集計に含まれません（令和６年能登半島地震災害対策特別融資など）。

株式会社サイトー（塗装工事業）
斉　藤　　達　也

松が丘4-16-6
　TEL 090-6028-2749

小西弘晃／コニシ建築（建築業）
小　西　　弘　晃
山代温泉北部1-48-1

TEL 090-6270-1354

新 入 会 員 紹 介

5ページ「あなたは
　解けるかな？」
　　の答え

Q1.→ 「ブロッコリー」
Q2.→ 「室町」
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お問い合わせ： 加賀商工会議所 経営支援課 セミナー係 － －

３月１６日（月）
１４：００～１６：００

近年頻発する自然災害や感染症などの不測の事態に見舞われる昨今、中小・小規模事業者の皆さまも事業

環境の変化に備えて「事業継続力強化計画」を作成することは経営力強化に資する取り組みであり、重要です。

本セミナーでは、事業継続力強化計画の基本について分かりやすく解説します。

主な講座内容

・なぜ会社が安全対策を行うのか

・危機管理で重要なことは？

・安否確認システムの選定と運用事例

・事業継続力強化計画の制度と、

申請書の書き方のポイントと注意点

・自社の想定課題を考えてみよう
◆会場 クロスガーデン加賀 階会議室

加賀市小菅波町１ １３０

◆受講料 無料 会員・非会員 問わず

◆対象 中小・小規模事業者
◆定員 名 先着順

〈主催〉 加賀商工会議所

〈講師プロフィール〉

たなべ りょうがく

田邊 良学 氏

ホワイトドア社会保険労務士事務所 代表
・社会保険労務士
・事業創造コンサルタント
・ＮＰＯ法人東京都防災士会理事

社労士資格を保有する事業創造コンサルタント。大手旅行会社の新規事業開発やソリューショ

ン営業に四半世紀従事。企業の３大課題である「コスト削減」「リスク管理」「コンプライアンス遵

守」の解決により企業の生産性と企業価値向上を実現し、事業継続に貢献。代表作は、Ｍ国で誘

拐され九死に一生の経験から着想を得て開発した「海外危機管理システム」（特許取得）。リスク

マネジメントとＩＴに精通した防災士（満点合格）としても活動中。現在は、「攻め」の事業創造戦略

と「守り」の事業継続計画を武器に、中小企業の人的資本経営を推進。各地で研修やコンサル

ティングを通じて、人と組織の活性化に取り組み、自ら開発したソーシャルリスクトータルマネジメン

ト（ ）を駆使しながら、持続可能な経営を支援している。

事業継続力強化計画の考え方と実践

会社・お店と従業員を守る

小規模事業者持続化補助金
や

ものづくり補助金の加点になります。

お申込はこちら 左記の コードもしくは加賀商工会議所ホームページから
詳細内容を確認の上・お申し込みください。
＜申込期限： 月 日（木）＞
受講される際、駐車券を忘れずにお持ちください。

産業人材育成事業　ＢＣＰセミナー

日

時

申
込
方
法

※ご記入いただいた情報は本セミナーに関する運営のみに利用し、取扱いにつきましては
個人情報保護法に則り、厳重に管理いたします。
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